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平成 29年 4月の保育施設利用状況について 

 

平成 29年 4月 1日現在の保育施設利用状況について、下記の通り報告する。 

 

 １ 保育施設の利用状況及び待機児童数 

（１）新規利用状況 

 平成 29年度 平成 28年度 差 

認可保育施設新規申込           (1) 1,999 1,906 93 

認可保育施設新規入所者数     (2) 1,192 1,262 △70 

認可保育施設待機児童数(1)－(2)  (3) 807 644 163 

認証保育所等利用               (4) 220 151 69 

私的な理由等                   (5) 212 236 △24 

待機児童数(3)－[(4)＋(5)]    (6) (※）375 257 118 

    （※）今年度、厚生労働省から示された新定義における、育児休業中でも保育施設 

に入所できれば復職を希望するケース「101人」を含む。 

（２）保育施設の利用状況 

就学前人口            (7) 13,344 13,085 259 

保育施設利用児童数        (8) 5,638 5,311 327 

保育需要数(6)＋(8)        (9) 6,013 5,568 445 

保育需要(9)÷(7)        (10) 45.1％ 42.6％ 2.5 ﾎﾟｲﾝﾄ 

（３）年齢別待機児童数等 

 0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 合計 

待機児童数 87 225 51 8 4 0 375 

認可保育施設空き 5 0 1 35 20 117 178 

 

 ２ 平成 29年 4月までの 1年間の保育定員確保の状況について 

   認可保育施設整備等により保育定員 331人分を確保した。 

① 私立認可保育所の新設 251人 

（グローバルキッズ鷺ノ宮園、オンビーノスクエア野方、ナーサリールームベリー 

ベアー中野、にじいろ保育園松が丘） 

② 地域型保育事業所の新設 24人 

(ゆめのいろ保育園中野（小規模）、ひなぎくの丘（事業所内）） 

 ③ 認証保育所の認可保育所への移行 10人 

（東中野プチ・クレイシュ） 

      ④ 認可外保育事業所の新設等 46人 

（あかつき保育園（企業主導型）他） 


